
室
城
秀
之

著

　
　
『
う
つ
ほ
物
語
の
和
歌
総
合
研
究
』

佐
　
　
藤
　
　
信

一

　
本
書

は
室
城
先
生
に
よ
る
一
連
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
関
す
る
注
釈
活

動
の

副
産
物
の
一
つ
で
あ
る
。
副
産
物
と
言
っ
て
も
単
な
る
オ
マ
ケ
で
は

な

い
。
国
文
学
研
究
資
料
館
で
の
共
同
研
究
の
三
年
目
、
『
う
つ
ほ
物
語

玉
琴
』
、
『
『
う
つ
ほ
物
語
考
証
』
の
研
究
』
に
続
い
て
、
『
う
つ
ほ
物
語
辞

典
』
を
作
ろ
う
と
い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
し
て
和
歌
の
項
目
を
担
当
さ
れ

た
の
が
室
城
先
生
で
あ
っ
た
か
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
最
初
に

全
体
の

構
成

を
確
認
し
て
お
く
。
「
『
う
つ
ほ
物
語
』
和
歌
総

覧
」
、
「
『
う
つ
ほ
物
語
』
和
歌
機
能
一
覧
」
、
「
『
う
つ
ほ
物
語
』
和
歌
各
句

索
引
」
、
「
『
う
つ
ほ
物
語
』
詠
者
別
和
歌
総
覧
」
、
「
『
う
つ
ほ
物
語
』
和
歌

技
巧
索
引
」
か
ら
成
る
。

　

「
『う
つ
ほ
物
語
』
和
歌
総
覧
」
は
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
す
べ
て
の
和

歌
に

つ

い

て
、
尊
敬
閣
文
庫
蔵
前
田
家
十
三
行
本
の
本
文
、
『
風
葉
集
』

所
収
の
本
文
、
引
歌
・
類
歌
、
校
訂
本
文
、
技
巧
を
、
掲
げ
た
も
の
。
尊

敬
閣
文
庫
蔵
前
田
家
十
三
行
本
の
本
文
は
、
室
城
先
生
ら
の
手
に
な
る

『
う
つ
ほ
物
語
』
の
索
引
で
あ
る
『
う
つ
ほ
物
語
の
総
合
研
究
1
』
所
載

の

本
文
に

よ
る
も
の
。
各
和
歌
の
末
に
室
城
先
生
の
前
著
で
あ
る
『
う
つ

ほ

物
語
　
全
』
の
頁
数
並
び
に
行
数
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
和

歌

に
、
そ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
状
況
と
歌
句
の
説
明
が
施
さ
れ
て
い
る
。
歌

番
号

は
全
体
の
通
し
番
号
と
、
そ
の
巻
で
の
通
し
番
号
が
附
さ
れ
て
い
る
。

歌
番
号
に

関
し
て
言
っ
て
お
く
と
、
角
川
文
庫
と
は
、
「
菊
の
宴
」
巻
頭

の

神
歌
を
ど
う
処
理
す
る
か
と
い
う
相
違
に
よ
り
、
番
号
が
一
つ
ず
れ
る
。

ま
た
校
注
古
典
叢
書
は
五
首
の
古
歌
の
引
用
に
歌
番
号
が
な
い
た
め
、
番

号
が
ず
れ

る
。
『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
本
文
編
』
と
国
歌
大
観
は
尊

敬
閣
文
庫
蔵
前
田
家
十
三
行
本
の
重
複
部
分
の
和
歌
も
含
ん
で
い
る
の
で
、

番
号
が
ず
れ
て

し
ま
う
。
最
も
合
理
的
な
番
号
は
室
城
先
生
の
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
こ
で
蹴
［
菊
の
宴
m
］
、
珊
［
菊
の
宴
m
］
、
姐
［
菊
の
宴
田
］
に
つ

い
て

触
れ
て

お
き
た
い
。

　
盟

［菊
の
宴
m
］
は
、
あ
て
宮
の
「
風
雲
の
驚
く
亀
の
甲
の
上
に
い
か

な
る
塵
か
山
と
積
も
り
し
」
で
あ
る
。
「
和
歌
総
覧
」
の
解
説
で
「
「
亀
の

甲
の
上
の
山
」
は
、
蓬
莱
山
。
参
考
、
『
太
平
御
覧
』
巻
三
八
蓬
莱
山

「玄
中
記
日
、
東
南
之
大
者
有
二
巨
竈
一
焉
、
以
レ
背
負
二
蓬
莱
山
一
」
。
『
列

子
』
湯
問
篇
「
其
中
有
二
五
山
一
焉
…
…
而
五
山
之
根
、
無
レ
所
二
連
著
一
、

常
随
二
潮
波
一
、
・
上
下
往
還
、
不
レ
得
二
暫
時
一
焉
。
…
…
帝
恐
下
流
二
於
西
極
’

失
中
群
聖
之
居
上
、
乃
命
二
禺
彊
一
、
使
二
巨
竈
十
五
挙
レ
首
而
戴
⇔
之
」
。
」
と

注
す

る
。
こ
の
歌
は
、
春
宮
の
贈
歌
皿
に
対
す
る
答
歌
で
あ
る
。
春
宮
の

贈
歌
盟
に

は
出
典
は
特
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注

目
し
た
い
の
は
、
あ
て
宮
が
導
入
し
た
神
仙
へ
の
志
向
が
次
の
春
宮
の
贈

歌
の

出
典
を
導
き
出
す
趣
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
点
で
あ
る
。

　
次
の
珊
［
菊
の
宴
田
］
は
、
春
宮
の
「
亀
の
尾
の
山
に
は
誰
も
至
り
な
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む

君
を
ま
つ
に
ぞ
老
い
も
し
ぬ
べ
き
」
に
は
「
船
の
内
な
ら
ぬ
人
さ
へ
」

と
消
息
文
が
続
く
。
「
和
歌
総
覧
」
の
解
説
で
は
「
「
老
い
も
し
ぬ
べ
き
」

は
、
『
白
氏
文
集
』
海
漫
漫
「
海
漫
漫
風
浩
浩
。
眼
穿
不
レ
見
二
蓬
莱
島
一
、

不
レ
見
二
蓬
莱
一
不
二
敢
帰
一
、
童
男
卯
女
舟
中
老
」
参
照
。
」
と
す
る
。
こ
の

「
海
漫
漫
」
の
影
響
は
「
船
の
内
な
ら
ぬ
人
さ
へ
」
の
消
息
文
に
ま
で
及

ぶ

も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
白
居
易
の
「
海
漫
漫
」
は
、
神
仙
の
存

在

を
信
じ
て
蓬
莱
を
探
し
に
使
い
を
だ
し
た
皇
帝
を
誠
し
た
も
の
。
神
仙

へ
の

志
向
を
詠
じ
た
あ
て
宮
の
叙
述
と
の
対
応
が
、
見
て
取
れ
る
の
で
は

な

い
か
。

　

そ
れ
に
応
じ
た
あ
て
宮
の
幽
［
菊
の
宴
田
］
「
山
よ
り
も
至
り
が
た
き

は

風
い
た
み
危
ふ
き
め
の
み
あ
れ
ば
な
り
け
り
」
は
、
「
亀
の
尾
の
山
に

は
誰
も
至
り
な
む
」
と
い
う
春
宮
の
贈
歌
の
こ
と
ば
に
「
山
よ
り
も
至
り

が
た
き
」
と
切
り
返
し
た
も
の
。
こ
こ
で
「
和
歌
総
覧
」
は
、
「
「
風
い
た

み
」
は
、
『
白
氏
文
集
』
の
「
海
漫
漫
「
海
漫
漫
風
浩
浩
。
眼
穿
不
レ
見
二

蓬
莱
島
一
、
不
レ
見
こ
蓬
莱
一
不
二
敢
帰
一
、
童
男
卯
女
舟
中
老
」
参
照
。
」
と

し
て
技
巧
と
し
て
「
「
め
」
に
、
「
目
」
と
「
妻
」
を
掛
け
る
。
」
と
指
摘

す

る
。
直
接
に
は
「
風
浩
浩
」
の
影
響
で
あ
ろ
う
が
、
「
め
」
と
い
う
と

こ
ろ
か
ら
「
眼
穿
不
レ
見
二
蓬
莱
島
一
」
と
の
関
係
も
視
野
に
入
っ
て
来
は

し
な
い
か
。
論
証
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に

様
々
な
ヒ
ン
ト
に
満
ち
て
い
る
の
も
こ
の
「
和
歌
総
合
研
究
』
の
特
徴
で

あ
ろ
う
。

　

「
『
う
つ
ほ
物
語
』
和
歌
機
能
一
覧
」
は
『
う
つ
ほ
物
語
』
に
見
ら
れ

る
和
歌
を
す
べ
て
順
番
に
並
べ
、
詠
者
名
と
通
達
の
種
類
を
記
し
た
も
の

で
あ
る
。
先
の
「
和
歌
総
覧
」
の
歌
番
号
を
附
し
て
、
贈
歌
は
「
贈
」
、

答
歌
は
「
答
」
、
独
詠
歌
は
「
独
」
、
唱
和
歌
は
「
唱
」
と
し
て
い
る
。
ま

た
部
分
部
分
に
見
ら
れ
る
神
歌
や
屏
風
歌
、
手
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
神

歌
」
、
「
屏
風
」
、
「
手
本
」
と
し
て
お
り
、
古
歌
の
引
用
は
「
古
歌
」
と
し

て

い

る
。
ま
た
贈
答
歌
の
処
理
が
興
味
深
い
。
贈
歌
に
対
し
て
答
歌
が
な

い
場
合
、
答
歌
を
詠
む
べ
き
人
名
を
「
答
×
（
人
名
）
」
と
い
う
形
で
示

し
て
い
る
の
だ
が
、
圧
倒
的
に
多
い
の
は
あ
て
宮
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

人
間
関
係
が
一
目
で
見
渡
せ
る
こ
と
も
、
こ
の
和
歌
機
能
一
覧
の
長
所
で

あ
ろ
う
。

　
次
に
「
『
う
つ
ほ
物
語
」
和
歌
技
巧
索
引
」
は
、
「
和
歌
総
覧
」
で
指
摘

さ
れ
た
表
現
技
巧
が
、
技
巧
別
に
、
五
十
音
順
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

「枕
詞
索
引
」
、
「
序
詞
索
引
」
、
「
掛
詞
索
引
」
、
「
縁
語
索
引
」
、
「
対
比
索

引
」
と
か
ら
成
る
。

　
そ
し
て
「
「
う
つ
ほ
物
語
」
詠
者
別
和
歌
総
覧
」
は
、
『
う
つ
ほ
物
語
』

中
の
す
べ
て
の
和
歌
を
、
詠
者
別
に
分
け
て
、
詠
者
の
五
十
音
順
に
配
列

し
た
も
の
。
ま
た
各
和
歌
の
最
後
に
「
機
能
一
覧
」
に
よ
る
贈
答
歌
・
唱

和
歌
・
独
詠
歌
の
別
が
示
さ
れ
て
い
て
至
便
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
『
う
つ
ほ
物
語
」
和
歌
各
句
索
引
」
は
、
『
う
つ
ほ
物
語
』
中

の
す

べ
て

の
和
歌
を
、
各
句
に
分
け
て
、
五
十
音
順
に
配
列
し
た
も
の
。

「和
歌
総
覧
」
の
歌
番
号
（
通
し
番
号
と
各
巻
の
通
し
番
号
）
が
附
さ
れ

て

い

る
。
だ
か
ら
、
「
和
歌
総
覧
」
に
立
ち
帰
れ
ば
、
す
ぐ
に
『
う
つ
ほ

物
語
　
全
」
の
頁
数
・
行
数
が
わ
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　
以

上
、
内
容
を
通
覧
し
て
き
た
が
、
何
れ
も
室
城
先
生
の
現
在
に
至
る

ま
で
の
『
う
つ
ほ
物
語
』
の
注
釈
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
「
和
歌
総
合
研
究
」
に
よ
っ
て
物
語
の
和
歌
に
対
す
る
ア
プ
ロ

ー
チ
の
雛
形
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て

各
自
が
各
自
の
対
象
と
す
る
作
品
に
対
す
る
「
総
合
研
究
」
を
編
み
出
す
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こ
と
を
室
城
先
生
は
望
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
思

い

な
が
ら
こ
の
書
評
を
終
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
私
家
版
、
四
四
七
ペ
ー
ジ
）

臼
田
甚
五
郎
・
新
間
進
一
・
外
村
南
都
子
・
徳
江
元
正
校
注
・
訳

　
　
『
神
楽
歌
　
催
馬
楽
　
梁
塵
秘
抄
　
閑
吟
集
』

久
　
保
　
田

淳

　

「新
編

日
本
古
典
文
学
全
集
」
第
四
十
二
巻
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
本
書

の

母
胎

は
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
三
月
に
「
日
本
古
典
文
学
全

集
」
第
二
十
五
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
同
じ
書
名
の
一
冊
で
あ
る
が
、
収

め
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
『
梁
塵
秘
抄
」
に
関
し
て
は
大
い
に
異
な
っ
て

い

る
。
す
な
わ
ち
、
元
の
版
は
今
様
の
詞
章
を
集
め
た
『
梁
塵
秘
抄
』
の

み

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
今
回
の
新
編
全
集
版
に
は
後
白
河
法
皇
の
言
葉

が
直
接
に
聞
け
る
『
梁
塵
秘
抄
口
伝
集
』
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ

し
て
、
こ
れ
ら
の
校
注
・
訳
を
担
当
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、
新
間
進

一
・

青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
（
短
期
大
学
時
代
の
本
学
の
教
授
で
い
ら

っ

し
ゃ
っ
た
）
と
外
村
南
都
子
・
本
学
教
授
で
あ
る
。
元
版
で
は
『
梁
塵

秘
抄
』
の
校
注
・
訳
は
新
間
先
生
お
一
人
で
あ
っ
た
。

　

『梁
塵
秘
抄
』
の
今
様
の
面
白
さ
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

『梁
塵
秘
抄
口

伝
集
』
も
王
朝
末
か
ら
中
世
へ
の
転
換
期
の
芸
能
、
さ
ら

に
広
く
文
化
を
知
る
上
に
き
わ
め
て
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
今
回
の
新

版
に

こ
の
『
口
伝
集
』
の
部
分
が
外
村
教
授
の
新
注
を
付
し
て
収
め
ら
れ

た

こ
と
は
、
歌
謡
の
研
究
者
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
広
く
芸
能
や
中
世
文

学
に
関
心
を
抱
く
人
々
に
と
っ
て
ま
こ
と
に
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
後
白

河
法
皇
を
取
り
巻
く
今
様
の
衆
の
多
く
は
、
一
方
で
は
歌
人
で
も
あ
り
、

ま
た
そ
の
一
部
は
政
治
的
な
事
件
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
古

代
末
・
中
世
初
頭
の
文
化
や
政
治
の
し
く
み
は
、
『
口
伝
集
』
を
読
む
こ

と
に
よ
っ
て
透
け
て
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

「解
説
」
も
元
の
版
以
降
の
研
究
状
況
を
具
体
的
に
描
き
出
し
て
い
て
、

親
切
で
あ
る
。
一
昨
年
本
学
で
日
本
歌
謡
学
会
の
大
会
が
催
さ
れ
た
折
も

折
、
マ
ス
コ
ミ
に
報
じ
ら
れ
た
『
梁
塵
秘
抄
』
断
簡
の
出
現
と
そ
の
波
紋

に

も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
他
の
作
品
の
担
当
者
を
も
掲
げ
れ
ば
、
『
神
楽
歌
』
『
催
馬
楽
』

は

と
も
に
臼
田
甚
五
郎
・
國
學
院
大
学
名
誉
教
授
、
『
閑
吟
集
」
は
徳
江

元
正
・
國
學
院
大
学
教
授
で
あ
る
。
最
初
に
記
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
巻

頭
に

外
村
教
授
の
「
歌
謡
に
見
る
思
い
の
さ
ま
ざ
ま
」
と
い
う
一
文
が
掲

げ
ら
れ
て
い
て
、
恋
の
歌
謡
を
中
心
に
、
早
歌
や
謡
曲
に
も
言
及
し
て
、

王
朝
・
中
世
の
歌
謡
の
世
界
が
平
易
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
を
も
申
し
添

え
て
お
く
。

（二
〇
〇
〇
年
十
二
月
刊
　
A
5
判
　
五
四
二
ペ
ー
ジ
　
小
学
館
）

一 143一


